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国際ロータリー第2750地区 2010－11年度 ガバナー 辰野 克彦
家族月間に想うこと

　2003－04年度ジョナサン・マ
ジイアベ会長が家族の重要性を
強調していることを称え、国際
ロータリーは12月を「家族月
間」と指定しました。現在「家
族」の形は様々ですが、ロータ
リアンは、世界平和は家族、地
域、から始まると考え、その精

神を身近な人々に対してまず理解してもらうことを
大切にしようとしています。　
　　　　　 
　戦後、家族法が改正されたために、家族の形は急
速に変わってきました。明治以来ずっと日本に存在
していた「家」制度を一掃することが日本の民主化
のために必要との認識の上に立っての改正とされて
きました。個人個人を大切に愛情によって結ばれて
いる核家族、近代的な小家族をモデルとしての民主
化を目指した結果、この50年間で世帯数はほぼ倍の
5千万世帯となり、核家族が多数を占める世の中と
なって来ました。それに伴い、人々の意識も変革し、
仕事より家庭を重視する割合も増え、男女平等も促
進され、少子高齢化傾向とも相まって、極めて多様
な家族が存在する社会模様となってきた訳です。
昭和20年頃生まれ以前の人達は、「家」制度の残り
香のある時代にその幼少期を育てられ、その後はど
んどんと民主化に向かう時代の中で過ごしたことと
なり、「家」制度から民主化に向かう激動の日々に、
身をもって稀有な体験をした事になります。 

　私もまさに、その時代の申し子ですが、昨今の新
聞を賑わせている家族の問題、虐待、子殺し、親殺
し、あるいは引きこもり等など悲しい事件を見ている

と、その功罪を思わず考えてしまいます。勿論、昔も
そのような事件はあり、報道の公開度が高まったた
め多く報道されるようになった面もあるかもしれませ
んが、家族の中のモラルというようなものが変化して
きたことは明らかだと思います。 

　個人の人権擁護、自由を謳歌することを言うあま
り、それぞれの家族が、毅然として持っていた独自
性、その上に立った近隣との人間的な調和、そして
公共性など社会のコンセンサスが希薄になってきた
ように思います。「家」という基軸がなくなり、型に
はまらない個人個人の生き方が尊重されるように
なってきたのです。そう考えると、現代の家族の諸問
題は、良くも悪くもこの過程の時代の産物であること
は間違いなく、本当に民主化が成熟するまでの我々
の宿題ともいうべきものではないかと思います。

　久遠の平和を求めるロータリアンは、特にこの稀
有な時代を生きてきた年長者は、混乱のただなかに
ある今こそ、改めて自分の役割に思いをいたし、ま
ず身近な自分の家族の中で、より良い家族の形、そ
して社会に対する貢献などについてもう一度考えて
みる必要があるのではないでしょうか。そして、稀有
な体験に基づく自分の考えを戦後生まれの人たちに
伝えることも大切なのではないでしょうか。戦後生ま
れの人たちも、家族の変遷の歴史を実感として聞く
ことは、家族問題を考える上で大いに参考になるの
ではないでしょうか。
　ロータリーがそのような交流の場になるならいろ
いろな問題解決の糸口が見えてくるかもしれませ
ん。年末年始にこのような家族月間を過ごすことが
出来ればと思います。

INDEX http://www.ri2750.org/※　　～　　は、地区ホームページ（Web）上に掲載しております。3 12
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12月は家族月間、そして会員増強の
大切な折り返し点

環境保全委員会
青少年交換委員会 活動通信
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会員委員会 委員長  新藤 信之（東京立川こぶしRC）

＜家族月間とロータリー家族＞

　1995年11月、ハーバート・ブラウン会長の「世界平和は、地域・家族から始まる」との声明を
受け、RI理事会は2月の第2週を「家族週間」に指定しました。そして2003年7月RI理事会は、
2003－04年度　ジョナサンB･マジィアベ会長が家族の重要性を主眼にしたことを称え「家族週
間」を廃止し、12月を「家族月間」に指定しました。この年、第2750地区委員会組織に家族部会
を設け、更に翌年グレンＥ･エステスSr.会長の継続の意を受けて家族委員会を設けました。2年
間の地区委員会の努力により、家族月間の趣旨がクラブに浸透したと判断し、その後は地区では、クラブ奉仕関係
委員会が家族関係のクラブ活動を支援しています。
　「ロータリー家族」という場合、両親、配偶者、子ども、孫や元ロータリアンの家族も含まれますが、ロータリー
で規定する家族概念はもっと範囲が広いものです。ロータリー活動と関わり合う人々、ローターアクター、インター
アクター、青少年交換学生、米山・R財団奨学生等、あらゆる人を包含します。
（2005－06年度　ガバナー月信12月号p4再掲）

＜12月は会員増強の大切な折り返し点＞

　今年度9月末現在50名の純増となっております。お陰さまで、これまで順調に推移しています。
会員数の推移に関する過去5年間の統計によりますと、12月と6月の退会者数に顕著な傾向が見られます。下記の表
にあるように、年間退会者数は入会者をほぼ毎年上回っています。そして年間退会者数のほぼ6割が6月と12月の
2カ月に集中しております。また、会員数報告のあと、2月と8月に数クラブから「訂正」の再報告通知を毎年必ず受
け取ります。これまで、この現実を深刻に受け止め、その対策をどうすればよいか苦慮してきました。
市川年度、谷島年度ではクラブ奉仕委員長、研修副リーダーとして、クラブ活性化の手段としてのクラブリーダー
シップの活用を訴えました。ガバナーの時は、職業倫理の強化に基づいた会員基盤強化を訴えました。今年度、辰
野年度の会員委員長として、自らの能力の無さを知ると共に、地区のクラブに対する支援にも限界があることを識
り、グループ単位で、会員開発委員の方と会長ほかクラブリーダーとが協力し、一つひとつのクラブの実情を把握
し、きめ細かく、個々のクラブの特徴に相応しい長期計画に基づく会員増強・維持対策を立てていただくことをお
願いしました。そして今年から毎月「退会者の在籍年数と退会理由」一覧表を地区で作成し、データーを蓄積する
ことにしました。
　具体的には、RIの会員増強に関するリソースを活用した会員増強長期計画として、クラブの現状を把握するため
に、長期的データを独自に蓄積するよう要請しました。例えば｢会員維持モデル」の作成、「退会現況図」の作成で
す。そして会員、特に新会員の教育と研修を目的とした独自のプログラムを作成することです。後期にもう一度、グ
ループ単位の会員増強委員長会議を開催します。各クラブがどのように取り組んでいるか、年明けに、話を聞くこと
を楽しみにしています。
　下記のデーターが示すように「節目の時期」に会員の減少を防ぐためにはどうすれば良いでしょう。まず、例会を
欠席している会員がどのくらいいるか、一人ポツンとしている会員がいるか調べてみてください。例会を休みがち
な会員の中に、ロータリー活動を続けるかどうか迷っている会員がいないでしょうか。会長はじめクラブ指導者は、
一人ひとりの会員の状況を正確に把握し、理解することが大切です。排他的にならない「寛容」の精神と「思いや
る心」が大切だと思います。

第2750地区 過去5年間の入・退会者数の推移　（1～4ゾーン会員数調査報告書より）

合　　計

内6月中退会者6月末会員数 年間入会者数 年間退会者数 内12月中退会者
2005－06年度
2006－07年度
2007－08年度
2008－09年度
2009－10年度

31.9％
38.4％
41.9％
37.6％
41.1％
38.3％

124名
176名
176名
175名
183名
834名

4,994名
4,879名
4,850名
4,736名
4,639名

423名
383名
425名
408名
406名
2,045名

388名
458名
420名
465名
445名
2,176名

84名
114名
67名
111名
111名
487名

21.6％
24.9％
16.0％
23.9％
24.9％
22.4％
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※上記の地区行事日程は変更する場合がございます。予め事前にご確認の上、ご参加下さい。 ★青文字は片倉年度の行事予定です。

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

12月

東京南RC　創立60周年記念式典・忘年家族会（17：00～20：00）

クラブ代表者会議（前年度財務）

2011－12年度　ガバナー補佐研修会

2010－11年度　ガバナー・ガバナー補佐打合会

2010－11年度　運営会議

2010－11年度　米山記念奨学委員会 奨学生 YEAR END PARTY

2010－11年度　地区役員会

2010－11年度　米山選考試験等

ガバナー事務所年末年始休暇〔 2011年1月3日（月）まで 〕

東京會舘 11階「シルバールーム」

ホテルオークラ東京

ロイヤルパークホテル

未定

ガバナー事務所　

ホテルニューオータニ

ガバナー事務所　

グランドプリンスホテル高輪さくらタワー

16：30

17：00

16：00

20：30

17：00

21：00

17：00

19：00

15：00

15：00

14：00

18：30

15：00

18：30

15：00

9：00

　

～

～

～

～

～

～

～

～

4日

7日

8日

9日

10日

11日

14日

15日

29日

（土）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（火）

（水）

（水）

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

1月

2011年　国際協議会

2010－11年度　奉仕プロジェクトセミナー

2010－11年度　運営会議

2010－11年度　辰野年度地区拡大役員会メンバー新年会

2010－11年度　山の手東グループ協議会

2010－11年度　第2回 クラブ会長・幹事会

全国RYLA研修会

2010－11年度　多摩東G　インターシティミーティング

カリフォルニア州　サンディエゴ

ハイアットリージェンシー東京（新宿）

ガバナー事務所　

未定

ガバナー事務所

ザプリンスパークタワー

グランドプリンスホテル新高輪

調布市文化会館たづくり（午後～夜を予定）

～　 1月　22日（土） 

17：00

17：00

20：30

17：00

17：00

17：00

18：00

14：00

15：00

18：30

15：00

15：00

10：00

13：00

～

～

～

～

～

～

～

16日

17日

18日

18日

19日

28日

29日

31日

（日）

（月）

（火）

（火）

（水）

（金）

（土）

（月）

2011年

2010－11年度  地区行事日程 （12－1月）
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※上記の地区行事日程は変更する場合がございます。予め事前にご確認の上、ご参加下さい。 ★青文字は片倉年度の行事予定です。

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

R L I　パート2

2011－12年度　地区役員会

2010－11年度　拡大運営会議

2010－11年度　米山記念奨学委員会　2010年度期間終了式
（歓送会17:00～19:00）

2010－11年度　地区拡大役員会（含むグループ幹事／全委員長）

2011－12年度　地区チーム研修セミナー

2010－11年度　PBG歓迎昼食会

2010－11年度　日韓親善昼食会

2010－11年度　第3回 クラブ会長・幹事会
（会長エレクト・次年度幹事）

2010－11年度  RI会長代理歓迎晩餐会（地区大会）

2010－11年度  地区大会本会議

2010－11年度  地区大会懇親会

国立オリンピック記念青少年総合センター

ロイヤルパークホテル

ガバナー事務所　

新宿京王プラザホテル47F あけぼの・あおぞら

AP浜松町

ロイヤルパークホテル

ホテルオークラ

ホテルオークラ

ホテルオークラ

ホテルオークラ

ザ・プリンス・パークタワー東京

ザ・プリンス・パークタワー東京

17：30

17：00

17：00

17：00

14：30

15：00

17：30

20：00

17：20

19：45

15：00

15：00

15：00

14：30

12：00

13：00

16：00

18：00

8：30

17：45

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

1日

1日

7日

9日

10日

16日

23日

23日

23日

23日

24日

24日

（火）

（火）

（月）

（水）

（木）

（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

（木）

（木）

3月

3月

3月

3月

2011－12年度　会長エレクト研修セミナー（PETS）

2011－12年度　会長エレクト研修セミナー（PETS）

東京狛江RC40周年記念例会

2010－11年度　運営会議

ロイヤルパークホテル

ロイヤルパークホテル

狛江エコルマホール

ガバナー事務所　17：0015：00 ～

2日

3日

5日

11日

（水）

（木）

（土）

（金）

2010－11年度  地区行事日程 （2－3月）
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千代田グループ 活動通信

　今年も10月9・10日と港区役所近辺及び増上寺境内で「みなと区民まつり」が開催され、当クラブもロータリー
の広報活動に対するアンケートの実施と広報活動及びバザー実施による収益金の奉仕活動への運用を目的として
参加しました。今回は初めて東京赤坂RC及び東京麻布RCとの
コラボレーションが出来、9日は雨の中、東京赤坂RCの方が日
本語他3ヶ国語で編集した「港区防災マップ」の配布に活躍され、
当クラブもアンケート・抽選会・バザー及び日本聴導犬協会参
加の広報活動が出来ました。翌10日は晴天となり、前日同様の
アンケート・抽選・バザー及び東京麻布RCのマッサージサー
ビスが好評を得て一際賑やかなブースとなりました。今回は約
1000人の方からロータリー活動に対するアンケートが頂戴でき、
今後の奉仕活動の原資が出来たと思います。共に活躍頂いた東
京赤坂RC・東京麻布RCの方々及び芝クラブの会員及び夫人の
皆様に感謝、感謝です。

　当クラブでは、毎年ユニークな職場見学・懇親1泊旅行を実施しています。
ケアネット熊谷デイケアーセンター見学・軽井沢旅行、蘇州最新鋭アパレル工
場見学・上海旅行、リニアーモーターカー試乗見学・石和温泉旅行などなど
です。
　職業奉仕、親睦活動両委員会の共催ですが、本年のように時として、ゴル
フ同好会が協賛します。今回の職場見学先は、新潟県にある電源開発（株）奥
清津発電所でした。日本最大級の揚水発電所です。熱心な質問が続きました。
　宿泊は、新潟県十日町市の当間高原リゾート「ベルナティオ」。504ベッド、
ゴルフ場併設のこのホテル、お湯良し、米良し、酒良しで、カラオケ大盛況
の一夜でした。27日は、ゴルフ組は少々雨にたたられスコアを乱した方がいま
したが、観光組は素晴らしい秘境秋山郷の景観を満喫しました。打ち上げは、
へぎそばと銘酒「松の井」の熱燗。一行23名（うち奥方5名）大満悦の旅行会で
した。

第４回 グループ協議会開催
千代田グループ　グループ幹事 猪山 敏郎

　10月26日（火）、千代田グループ第4回グループ協議会が開催されまし
た。たまたま職場見学旅行とかち合った東京みなとRCを除く6クラブの
会長・幹事全員、地区から会員開発委員会の尾上委員、インターンシッ
プ委員会の長尾委員が出席し盛りだくさんの議題を協議しました。
　冒頭、芝商業高校からのインターンシップ受け入れが大変順調に終了
したとの報告があり（長尾委員）、当日同席の同高校本多校長先生から丁
重なお礼の言葉をいただきました。
　以下議事の主なものをご報告いたします。
１. 各クラブ会員増強の状況報告：各クラブとも順調かつ意欲的に推移。
２. 各クラブ｢長期計画｣の取り組み体制：多くのクラブが「長期計画」策定の委員会を立ち上げ３月末を目指して
意欲的に取り組み中。

３. 「RI会長賞」のリーフレットコピーを配布、金澤ガバナー補佐が、ガバナー訪問時の辰野ガバナーの本件につ
いての説明を詳しくレビューし、①各クラブが現時点で一度自己採点をしてみること　②この各項目を「長期
計画」策定の参考にするとよいの２点を各クラブ宛アドバイスしました。

みなと区民まつりに参加して
東京芝RC みなと区民まつり実行委員長 加藤 功時

10月26日・27日の職場見学・懇親1泊旅行
東京みなとRC  幹事 福原 秀美
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　1995年11月８日、東京西RCをスポンサーとし48名のチャーターメンバーで創立された東京恵比寿RCが本年11月９日、
会員97名で15周年を迎えることが出来たことに感謝申し上げます。
創立記念事業は、次の6項目です。　　　
1. 図書寄贈：渋谷区立「こもれび大和田図書館」へ親と渋谷区が推薦する、「珍しくて為になる」和洋2千冊の児童図書を
寄贈。

2. 教育コミック英語版：インターネットの危険性をマンガで説く教材「たいせつなたからもの」を英訳し、2011年ニューオ
リンズ国際大会に於いて紹介、普及活動をする予定。尚中国語版は台北北RCが翻訳し、地元の小中学校に贈呈済み

3. 友情の奨学金（グアム大学）：PBGの学生がグアム大学で学ぶ為の奨学金スポンサーになる。
4. ネパールプロジェクト：ネパールの山奥に住む人々の衛生改善と、女性と子供を水汲み労働から解放する為、継続追
加事業としてバイオガストイレ50基設置と簡易水道9か所設置。

5. R財団への寄付　　
6. 山奨学会への寄付
　式典を盛り上げ和ませて下さったのはバロネス・シャー
ロット・ドゥ・ロスチャイルドの美しい歌声。祝宴では姉
妹クラブの台北永福RC有志の美しい“花の踊り”、そして
クライマックスは当クラブの徳江陽子会員の表現力豊かな
素晴らしいピアノ演奏でした。
　田中作次RI会長ノミニーにはバーミンガムでお力添え
を賜り、辰野克彦ガバナーはスポンサークラブ東京西RC
のご出身というお二方との大きなご縁も頂き、この会を恙
無く終えられました事を喜びとし、多くの皆様に心より有
難く厚く御礼申し上げます。

I.M. を開催
東京西南RC 会長 山﨑 源三

　山の手東グループ（ガバナー補佐　花岡弘昌、グループ幹事　加藤書久）は、今年度のI.M.（実行委員長　塩澤優介、
実行副委員長　澤野次郎）を11月8日（月）午後4時より、ホテルニューオータニ「芙蓉の間」にて開催し、私共の東
京西南RCがホスト・クラブ、東京城西RC、東京杉並RCがコホスト・クラブを担当しました。

  今年度のI.M.は「国際奉仕の現場を考える」をテーマに講師には、医師の川原尚行氏（NPO
法人ロシナンテス理事長）、音楽家の向山恵理子氏（世界初の女性ニャティティ奏者）のお
二方をお招きしました。講演において川原講師はアフリカ・スーダンでの厳しい環境下で、
なぜ医療支援活動を行うようになったのか、またその志を熱く語られました。向山講師は
ケニアの楽器のどこに魅せられたのか、そして今後の抱負を演奏も交えて語られました。

お二人の話は参加したロータリアンに多くの感銘を与えたものと思わ
れます。

  午後6時半からは本会議に続いて懇親会を着席方式で行いました。冒
頭、辰野克彦ガバナー（東京西RC）よりご挨拶をいただき、小暮元一
郎会長（東京城西RC）の乾杯の音頭で歓談に入りました。
その後、小松真知子とタンゴ・クリスタル5重奏団のアルゼンチン・タンゴ
演奏が会をさらに盛り上げました。
閉会の挨拶は、金子朋 会長（東京杉並RC）が行いました。
  295名の登録申込者があり、10クラブの交流を深めるための大変有意
義な会となりました。

周年記念事業を終えて
東京恵比寿RC 15周年記念事業実行委員会

山の手東グループ 活動通信
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環境保全委員会の今年度の取り組み
環境保全委員会 委員長 馬場 れい子（東京八王子東RC）

派遣国決定とオータムキャンプのご報告
青少年交換委員会 委員長 古谷 誠康（東京大崎RC）

環境保全委員会 活動通信

青少年交換委員会 活動通信

　環境保全委員会は、ロータリーが環境に対して何が出来るかを考え、ロータリー精神に基づいて自然環境保全
や社会環境改善のために有意義な取り組みをしていこうという委員会です。
　様々な方向性が考えられる中で、今年度は今まで取り組んできた『雨水浸透マス』設置普及の継続と、各クラブ
のこれまでの環境保全活動の調査及び紹介の二点を中心に委員会活動を行っています。
　各クラブからの活動報告は、現時点で多数の回答が寄せられ、来年にはそれぞれのクラブの素晴らしい環境活
動のありさまが全クラブに配信される予定です。
　他クラブの活動を知ることが更なる取り組みへのきっかけとなればと考えております。
　その延長上に『雨水浸透マス』設置が普及されていくことを目標に、卓話依頼を受けながらロータリーアン一人
ひとりに、水保全はもちろんのこと空気清浄の一環としての働き、緑化や地質向上のみならず、河川の水難事故
の軽減にもつながる『雨水浸透マス』設置の重要性を伝達していくことを目指しています。
　なお『雨水浸透マス』がロータリーアンの家庭や会社、職場でどのくらい設置されているかの調査も今後行って
いきます。
　各クラブの皆様のご協力をいただきたくよろしくお願いいたします。

　11月6日・7日に代々木の国立オリンピック記念青少年総合センターにて実施いたしましたオータムキャンプに
て、2011－12年度　青少年交換派遣学生の派遣国が内定致しました。希望の国に派遣となった候補生もいれば、希
望とは異なる国に派遣となった候補生もおります。しかしながら、派遣生達はそれぞれの派遣国において、言葉
や文化の違いという壁を乗り越え「小さな親善大使」として立派に活躍してくれることでしょう。
　本年度のオータムキャンプでは研修に重きを置き、来日生・派遣候補生がグループを組んで街行く人びとにイ
ンタビューするというフィールドワークに挑戦しました。それぞれの設定したテーマに沿って情報収集から発表
までを6時間で行うという厳しい研修でしたが、どの組も素晴らしい発表を行い、また来日生・派遣候補生の絆も
深まった充実した研修となりました。
　来日生達は、来年2月より小・中学校を訪問したり各ロータリークラブへ卓話にうかがったりと「小さな親善大
使」として活躍する時期となります。また、派遣候補生達も派遣国の決定に伴い、来年7月の出発に向けての準備
に忙しくなります。本年度も半ばを迎え、青少年交換プログラムも、地区大会、スプリングキャンプ、修了式と
まだまだ続きます。ロータリアンの皆様におかれましては、これからも本プログラムへ倍旧のご理解・ご協力を
賜りますようお願い申し上げます。
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　当クラブの特徴は女性が多いことです。会員数39名中、女
性が31名です。この面から見ても新しさと、個性を感じて頂
けるのではないでしょうか。2011年の7月には設立10周年を
迎えますが、女性が多いクラブらしく日本文化をテーマにした
「きものPJT」や子育てをテーマにした「養護施設の子供たちと
のサマーキャンプ」等々、これまでに様々な奉仕活動を致して
おります。当クラブの数少ない男性会員の存在も大変重要で、
会員がそれぞれに専門的ノウハウや知恵を出し合い、いろい
ろな問題も乗り越え実行してくることが出来ました。一つ一つ
終わる度に“流石ロータリアン！”と感心するのです。今後は国
際奉仕にも積極的に取り組んで行こうと考えております。
コミュニケーションとチームワークを大切に「エネルギッシュ
で楽しいクラブ」でありたいと思っております。

クラブ紹介
東京麻布ロータリークラブ

2010－11年度 会長 佐々木 敦也

東京白金ロータリークラブ
2010－11年度 幹事 佐藤 和博

東京中央新ロータリークラブ
2010－11年度 会長 時枝 紀子

東京高輪ロータリークラブ
2010－11年度 会長 板橋 昌一

　私共、東京麻布ロータリークラブは、今年、創立8周
年を迎えました。
　会員数は23名（男性：17名／女性：6名）と千代田グ
ループの中でも最も小さなクラブですが、定期的にゴ
ルフ大会や炉辺会、旅行会など行事を行い、会員相互
の親睦を深めております。
　また、毎年、赤坂消防署さんにご協力頂き、地元の
中学校にて普通救命講習を行っております。
　今年度は『初心に帰ってロータリーを学ぼう』をテー
マに、先輩ロータリアンの方々や米山奨学生、交換学
生さんなどを例会にお招きし、ロータリーの勉強をし
ております。
　例会は毎週水曜日の12:30 ～ 13:30、溜池山王のANA
インターコンチネンタルホテル東京にて行っておりま
す。お近くにお越しの際は是非、私共の例会にご出席
頂ければ幸いです。

　東京白金ロータ
リークラブは、東
京大崎ロータリー
クラブをスポン
サークラブとして
誕生し、「東京五
反田RCから東京
白金RCに名称変
更をして」17年目
のクラブです。
　東京白金RCと言えば盲導犬と周知していただき、今年も盲導
犬育成資金の募金活動をかわきりにスタート、白金2丁目白金プ
ラザ商店会に於いてロータリーのPR広報、地元地域での会員増
強活動、視覚障害を持つ子供たちのための「絵本」を作っている
「むつき会」の奉仕活動へ,援助を行っています。また長年に亘り
ロータリー財団、ロータリー米山記念奨学委員会活動の援助に
実績を残してまいりました。
　また定点観測「テリトリー内の事業を定期的に観測・記録し文
化的に地域の発展に資する」という命題のもとに1995年から活
動、街の様子を広くとらえ時間がもたらすその遍変を記録して
いく「街並みそのものの変化をたどる活動」を続けています。 
　次に2008年度の国際奉仕活動ではミクロネシア連邦チューク
州に水プロジェクト「海水蒸留器作成配布支援」の成功を収める
事が出来ました。また各国の駐日大使との交流、親善互恵関係
の発展を更に拡げて行きたいと思うところです。クラブの雰囲
気は、我儘でいながらまとまりが良い温かいクラブと思います。
そして今年は国際奉仕合同プロジェクトを計画推進中で、とて
も楽しみにしています。

　東京高輪ロータリークラブは東京大井ロータリークラブをスポ
ンサークラブとして1995年1月20日に創立致しました。創立当初
は『東京都南ロータリークラブ』と称していましたが、2005年5月
13日に名称変更を行い現在に至っております。
　本年、創立16周年を迎えたばかりで、歴史あるロータリークラ
ブと比較すれば、まだまだ未熟な『新興クラブ』ですが、会員が人
生経験豊富な70歳台からエネルギー溢れる30歳台までおり、又
女性会員が1／ 4を占める平均年齢58.2歳という若々しいクラブ
です。現在、RI例会頻度試験的プログラムに参加し例会日を第
一・第三・第五週の火曜日・夜間19時からに設定、例会場を『品
川プリンスホテル』としております。
　活動としては、少年野球大会・野球教室の後援、NPO法人後
援を通し老人ホーム慰問、小野学園女子中学・高等学校インター
アクトクラブとしての活動奉仕、クラブ設立以来実施している救
命技能講習会（高輪消防署）、障害者支援としてチャリティーコン
サート協賛、東京マラソン給水ボランティアなど多岐に渡ってお
ります。
　10年程前12名までに減少した会員数が、直近30名まで増加
致しましたが現在25名となっております。少人数ではありますが
風通しの良い
アットホームな
クラブの雰囲
気を保ちなが
ら、会員一丸
となって会員
増強に努めた
いと考えてお
ります。

普通救命講習
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クラブ紹介
東京六本木ロータリークラブ

2010－11年度 会長 篠塚　博

東京米山友愛ロータリークラブ
2010－11年度 会長 楊　錦華

東京世田谷中央ロータリークラブ
2010－11年度 幹事 原川 久司

東京町田東ロータリークラブ
2010－11年度 幹事 高井 賢郎

　東京六本木ロータリークラブは
2004年に東京西ロータリークラ
ブの創立50周年記念事業として
創立しました。月曜日に例会場を
六本木ヒルズにあるグランドハイ
アット東京にて行っております。
自慢の料理は初代総料理長のブ
デ氏から2代目総料理長のベイ
ナー氏に代わりましたが、その美
味しさは不変で、同じメニューが

一度もないということも驚きです。卓話講師にゆかりのメ
ニューをつくるという配慮も恐れ入るところです。是非皆
さんも味見にメーキャップにいらしてください。
メニューはホームページ
　　http://www.tokyoroppongi-rc.jp/index.html
で確認できます。（毎週木曜日頃更新）
　当クラブのバナーは、六本木の丘にそびえるビルをモ
チーフにしています。また、奉仕の理想を追求するロー
タリークラブとして地域に深く根を張り、かつ世界への
アピールを目指すクラブをイメージしています。まさに
「Building Communities Bridging Continents」でしょう
か。テーマカラーは暖色を基調にしたグラデーションによ
り、社会とクラブの発展を現しています。

　東京米山友愛ロータリー・クラブは2010年2月11日
に、米山学友を中心とした多国籍の会員が集まった「新
世代クラブ」として発足しました。現在33名の会員平
均年齢は37歳、出身国は8ヶ国及び地域、話す言語は
合計19 ヶ国語に及んでおります。
　私たちは「友愛」の心で国家、民族、宗教などあらゆ
る多様性を相互に尊重し、世界を繋ぐ活動を展開する
クラブを目指しております。
　会員の多くが米山記念奨学事業に縁のある者である
ため、クラブ活動の一環として現役奨学生・学友の勉
学と生活に関する支援活動に力を入れ、ネットワーク
を強化することです。また、会員国籍の多様化という
クラブの特徴を活かして、他クラブと連携して国際共
同奉仕活動や海外ボランティア団体との協力活動を展
開していくことを考えております。
　創立間もないクラブですので、今年のテーマは「仲良
く、楽しく全員参加のクラブづくり」として、クラブの
基盤を固めいくことを課題にしています。　

　東京町田東ロータリークラブは、1991年5月29日東京町田・中ロー
タリークラブの拡大により35人で設立し、2010－11年度20代目　佐々
木会長年度の2011年5月14日に20周年記念式典を予定しています。
　初代　山田　眞会長年度5人増強し39人、2代目　井家上　叶会長
年度4名増強、1名退会42名と歩み、10代目　小林　進会長年度で
最高54名まで増員、その後世界不況等により順次減少し、現在は
26名です。
　この間1993－94年度3代目　小方　徳三郎会長年度において女性
会員2名の入会を見、現在の女性会員は7名になりました。
　奉仕活動は「子供農業体験」「韓国残留日本人妻慰問慶州ナザレ
園訪問」「パソコン教室」等に協力し、今、佐々木年度は社会奉仕、
環境保全に特に力をいれ「地球環境保全ポスター展」「リス園」「蜜
蜂」「献血運動」を通じて会員一同一致団結し、特に、「蜜蜂」につ
いては養蜂関係会員の尽力で11月中にも蜂の巣箱が到着する予定
です。
　定例会出席率向上にも努力し100％を目指しており、現在20年
皆出席者は井家上会員、山田会員、折尾会員の3名、（5月の20周
年記念日には小林会員、峯会員の2名が加わる）が頑張っています。

　1996年5月20日　30名のメンバーを以って創立した当クラブ
は今年で15周年を迎えます。現在男性16名女性6名で計22名
の会員数ですが、皆さんご存知のように昨年には東京米山友愛
RCを誕生させました。又、15周年という節目に当たる今年度は
奉仕事業に力を入れ、ポリオプラス撲滅チャリティ事業として、
東京世田谷RCと合同でタペストリー作家の山口和子さんの作
品展示即売会や、東京米山友愛RCと合同で視覚障害者のブラ
インドサッカーの実施とサッカーボールの寄贈、そして継続し
て行っている識字率向上プロジェクトとしてネパールへの支援、
特別養護老人ホーム「さつき荘」慰問など予定しています。
　会員数が少ない為、財政的にも決して楽ではありませんが、
今年度掲げている「ロータリーの思いを大切に！」を念頭に会員同
士のリレーションを強固にし、クラブの規模は小さくても自他とも
に認められるクラブにしたいと会長を筆頭に会員のモチベーショ
ンが高まっている。それが今年度の東京世田谷中央RCです。

11月4日 特養老人ホーム「さつき荘」慰問

　第12回 地球環境保全ポスター入賞者（2010年11月14日）
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クラブ紹介
東京八王子北ロータリークラブ

2010－11年度 会長 山﨑　剛

東京国立白うめロータリークラブ
2010－11年度 会長 北村 明男

東京小金井さくらロータリークラブ
2010－11年度 会長 渡辺　勇

東京多摩グリーンロータリークラブ
2010－11年度 会長 宮村　宏

　東京国立白うめロータリークラブは、本年度17名
から厳しいスタートを迎えましたが、2年後の創立20
周年に向けて様々な改革を行っています。最大懸案の
会員増強には、会員の資質の向上とクラブの新たな奉
仕活動を行う必要があります。勿論、例会の充実は今
年度早速改革された変化です。ホームページの再構築
はクラブの対外的意識を向上させます。読んで勉強に
なる内容の週報は、会員相互の意見交換にも利用され
ています。白うめ伝統の会員夫人の積極的な参加の親
睦例会を年間開催する他に、元会員や友人を招いて大
きな親睦を目指したクラブ作りを行っています。写真
は10月の環境フェスタの社会奉仕活動をご紹介しま
す。会員企業の協賛で廃材を提供し、子供や市民がメ
ンバーと共同で使わなくなった資材から工作物として
持ち帰って
頂く事業で
す。次年度、
地区のガバ
ナー補佐を
輩出する我
がクラブは、
一丸となっ
て頑張って
います。

　2011年1月16日（日）八王子市民会館で開催するNEW 
YEARふれ愛コンサート』は今回で9回目になります。
テーマは『みんなで楽しもう！』。出演団体とご来場の
皆様と一緒になって楽しんで頂く企画を考えました。
　出演する団体は八王子市にあるワークセンター、清水
小学校ブラスバンド部、片倉高校吹奏楽部と八王子高校
吹奏楽部、東京八王子ローターアクトクラブ、ボーイ
スカウトの皆さんです。
　今年度は地域密着の奉仕活動を考えて、さらに楢原

中学校特別支援学級和
太鼓部の生徒さんにも
参加して頂くことにな
りました。そして障が
い者自立支援のため八
王子ワークセンターの
作業所で作られた商品
を、当日ご来場の皆様
にプレゼントし、ロ
ビーでは障がい者の
方々が色々な商品を販
売します。

　9月24日（金曜）、東京多摩グリーンロータリークラブ創立
20周年記念事業として障がい者テニススクールを開催しま
した。
　イベントには世界で活躍するパラリンピック金メダリスト
国枝慎吾選手と齋田悟司選手が登場し多摩市立落合中学生
81名がボランティアで参加し爽やかな秋晴れのもと参加者
は大いに楽しんでイベントは大盛況で幕を閉じました。
　また10月23日（土曜）には創立記念式典をパルテノン多摩
で国枝選手と齋田選手のトークショーも行われ15周年で設
立された東京多摩グ
リーンロータリークラ
ブの少年少女合唱団
ロタキッドの成長ぶ
りも披露されました。
　多摩市長、辰野克
彦カバナー他来賓多
数の中で盛大に挙行
されました。

　私たちクラブは、今年創立18年目になります。相変わ
らず会員増強に苦戦しながらも、毎年、奉仕事業は比較的
活発に行ってきています。そうした事業の一つに、前年度
より今年度にまたがって実施しました、～こどものための
農業体験～「さくらニコニコ農園」があります。
　コンセプトは「食の安全、安心」です。参加したこども
達には、「ジャガイモ種植え～雑草取り4回～ひまわり種
まき～間引き～土寄せ２回～枝豆定植～収穫祭・食の勉強
会～コスモス花狩り」まで、できるだけ多くの農作業を実
体験してもらい
ました。親子で、
或いは友達同士
でしっかりと土
に親しみ、まさ
にニコニコ農園
の6 ヶ月間でし
た。私たちクラ
ブは、こども達
の健やかな成長
を願って、青少
年育成事業に一
層力を注いで行
きたいと考えて
います。＊お問い合わせは

　クラブ事務局へ。
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クラブ紹介
東京調布むらさきロータリークラブ

2010－11年度 会長 後藤 秀文

　今年度は、『築こう未来を!　根ざそう地域に！　楽しくやろ
うロータリー』をテーマに、ちょうど20周年に当たり、会員数
82名のクラブです。野球、ゴルフ、俳句、旅行、バンド等の
同好会活動も盛んで、ロータリーライフを楽しみ、仲間意識
が伝統のクラブです。調布市福祉まつり、むらさきRC杯少
年サッカー大会、調布市少年野球連盟むらさきRC旗春季大
会、献血奉仕活動、野川の清掃、調布市福祉協議会へ車イス
の寄贈、調布市花火大会への寄付等地元地域との交流も盛ん
です。フィリピン／ダバオでの植樹、富士スピードウェイ走
行会等々、様々な活動を
行っています。野川の清
掃や富士スピードウェイ
走行会は、他のクラブも
巻き込んだ活動になって
います。縦・横の繋がり
を大切にし会員同士が充
分な連携を持って活動を
して20年の節目を迎えま
した。市民へ目に見える
奉仕をということで11月
4日には、京王線調布駅
南口駅前ロータリーに時
計塔を寄贈しました。

文責：クラブ広報担当理事 
　　　粕谷 啓之
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文庫通信（278号）米山功労者ご紹介

ポール・ハリス・フェローご紹介

新ベネファクターご紹介

ご協力を感謝いたします

◎はマルチプル　　　　　　ご協力を感謝いたします

ご協力を感謝いたします

三浦　真澄君
加藤イサム君
塚本清士郎君
森　和彦君
藤堂　敦君
永野　邦夫君
金子　朋 君
真井　武寿君
坂田　正昭君
山本　雅嗣君
久保井　宏君
小川　晶子君
加藤　叔兄君
塩野　哲志君
星野　浩一君
相澤　政宏君
小林　章彦君
志村　光明君
河辺美奈子君
木村　謙三君
近藤　紀孝君
宍戸　啓昭君
井上　勉君
細野　武文君
大谷　信義君
伊藤　満雄君
大島　剛君
大瀧　守彦君
河本　義正君
斎藤　勝利君
酒向　俊爾君
笹島　竜夫君
島崎　保彦君
鈴木仙吉郎君
中谷　良平君
新家　玄千君
畑口　紘君
宮本　茂弘君
菊池　学自君
中谷　人志君
大河原史敏君
小暮元一郎君
松丸　敦之君
貝塚　進君
西澤　宗英君
井上　淑博君
落合　清君
梶原　正統君
小松　政見君
柴田　穰一君
高橋　隆君
堀上　則夫君
溝口　勝巳君
森田　貢士君
浅見　省三君
石川榮次郎君
井山　光一君
岩崎　春伸君
北島　俊之君
住吉　正光君
高田　時男君
千葉　義坦君
豊田　振一君
中嶋　順敬君
中山　廣志君
馬場　秀隆君

東京品川中央
東京成城新
東京銀座
東京銀座
東京立川
東京中央
東京杉並
東京世田谷南
東京大崎
東京大崎
東京京浜
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京渋谷
東京蒲田
東京蒲田
東京多摩
東京銀座
東京銀座
東京銀座
東京成城新
東京町田
東京町田
東京銀座
東京昭島中央
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京南
東京マリーン
東京蒲田
東京城西
東京城西
東京城西
東京渋谷
東京渋谷
東京八王子南
東京八王子南
東京八王子南
東京八王子南
東京八王子南
東京八王子南
東京八王子南
東京八王子南
東京八王子南
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし
東京立川こぶし

2010.10.7
2010.10.8
2010.10.14
2010.10.14
2010.10.14
2010.10.15
2010.10.15
2010.10.18
2010.10.20
2010.10.20
2010.10.20
2010.10.20
2010.10.20
2010.10.20
2010.10.20
2010.10.21
2010.10.21
2010.10.21
2010.10.22
2010.10.22
2010.10.22
2010.10.22
2010.10.25
2010.10.25
2010.10.28
2010.10.28
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29
2010.10.29

4
2
6
4
4
1
1
4
1
1
2
6
3
1
2
4
1
11
2
5
1
2
5
2
4
1
7
3
4
2
5
4
4
4
10
1
6
1
1
4
1
1
1
11
2
2
2
5
5
5
2
3
2
2
2
5
5
4
19
2
4
5
5
4
5
1

（株）NTTドコモ 多摩支店
島崎　敦君 東京立川こぶし 2010.10.29 1

宇治　重喜君
山田　禎一君
山内 堅太郎君
足立　盛二郎君
宍戸　啓昭君

東京中央
東京稲城
東京世田谷南
東京銀座
東京成城新

2010.10.1
2010.10.8
2010.10.15
2010.10.22
2010.10.22

◎
◎

◎

小林　英夫君
山中　秀一君
宍戸　啓昭君

東京銀座
東京昭島中央
東京成城新

2010.10.15
2010.10.15
2010.10.22

「ロータリー文庫」は日本ロータリー50周年記念事業の一つとして1970年
に創立された皆様の資料室です。ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚
資料など、約2万3千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲
覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版
資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームペー
ジでPDFもご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。　以下資料のご紹介を致します。

〒105-0011　
東京都港区芝公園2-6-15　黒龍芝公園ビル3Ｆ
TEL(03)3433-6456　FAX(03)3459-7506 
http://www.rotary-bunko.gr.jp
開館＝午前10時～午後5時　休館＝土・日・祝祭日

ロータリー
文　 庫

職業奉仕について
◎「ロータリーの本質は職業奉仕の実践にあり」　
　上野 操　2010　1p　（D. 2580月信）
◎「職業奉仕のいろは」
　深川純一　2010　16p　（職業奉仕のすすめ）
◎「東洋の実業倫理とロータリーの職業奉仕」　
　安平和彦　2010　21p 　（職業奉仕のすすめ）
◎「近江商人について」　
　塚崎 純 他　2010　3p 　（職業奉仕のすすめ）
◎「石門心学とロータリー」　
　石田二郎 他　2010　6p　（D. 2680地区大会記録誌） 
◎「回首原点－ロータリーで元気になろう」
　佐古亮尊　2010　10p　（D. 2500地区大会報告書）
◎「今・改めてロータリーを見直す」
　森田 均　2010　10p
◎「〔決議23－34〕はロータリアンの『金科玉条』なり」　
　古川隆三　2010　1p　（D. 2650月信）
◎「ロータリー簡単図解その８〈解り易い職業奉仕〉」　
　鈴木章夫　2010　1p　（D. 2520月信）

上記申込先：ロータリー文庫（コピー/ＰＤＦ）

本橋　浩一（東京中央RC）
2010年10月26日逝去（享年80歳)
1981年12月東京築地RC入会
1986年8月東京中央RC設立のため移籍
1987年3月東京中央RC設立チャーターメンバー
1987－89年度　初代・第2代　クラブ幹事
1993－94年度　第7代　クラブ会長
1997－98年度　千代田分区　分区代理
2001－02年度　地区クラブ奉仕委員会 委員長
2001－02年度　地区増強・退会防止委員会 委員長
ロータリー財団メジャードナー・ベネファクター
米山功労者メジャードナー

若月　啓功（東京国分寺RC）
2010年10月26日逝去（享年74歳)
1979年8月26日入会
2000－2001年度　クラブ会長
2008－2009年度　地区副幹事
ポール・ハリス・フェロー
ベネファクター　　米山功労者（3回）

山野　壽子（東京渋谷RC）
2010年9月11日逝去（享年64歳）
2001年5月10日入会（チャーターメンバー）
2007－08年度　クラブ会長
ベネファクター
ポール・ハリス・フェロー（マルチプル1回）
米山功労者（マルチプル3回）

深く哀悼の意を表し御冥福を祈ります

■ 米山特別功労法人

■ 米山功労者

　敬愛する丸山宏会員は、去る9月20日86歳の生涯を終えられた。すば
らしい方であり、ロータリアンのお手本と仰がれる人であっただけに、
私達は深い悲しみにつつまれた。
　氏がロータリーに入会されたのは1977年1月。1991－92年クラブの会長
を、1995－96年にはわが第2750地区のガバナーに推挙され、更に2000－01
年にはRI理事という大役をも引受けられた。また現在の日韓親善会議の隆
盛を見るにつけ、私は丸山会員のご努力を忘れてはならないと思う。温厚
な方で口数は多くないが、話には説得力があった。
　そんなすばらしい人がもういない。寂しい限りである。皆様と共にご冥
福を切にお祈りしたい。

故丸山宏会員のご逝去を悼む
パスト・ガバナー　市川 伊三夫 （東京銀座RC）



千
代
田
グ
ル
ー
プ

クラブ名 出席率例
会

区
分 10年7月1日 10年10月末

会　員　数
増減
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国内83クラブ計
地区91クラブ計

4,300
4,609

4,373
4,681

73
72

東 京 八 王 子
東 京 町 田
東 京 日 野 
東 京 八 王 子 西
東 京 町 田 ・ 中 
東 京 八 王 子 東
東 京 八 王 子 南
東京町田サルビア
東 京 飛 火 野
東 京 町 田 東
東 京 八 王 子 北
東 京 立 川 
東 京 小 金 井
東 京 国 分 寺
東 京 三 鷹
東 京 昭 島
東 京 国 立
東 京 立 川 こ ぶ し
東 京 井 の 頭
東 京 昭 島 中 央
東 京 武 蔵 国 分 寺
東京小金井さくら
東 京 国 立 白 う め
東 京 府 中
東 京 調 布
東 京 多 摩
東 京 狛 江 
東 京 稲 城 
東 京 武 蔵 府 中
東 京 た ま が わ 
東京多摩グリーン
東京調布むらさき
Guam 
Saipan 
Tumon Bay 
Northern Guam  
Pohnpei 
Palau  
Guam-Sunrise
Truk Lagoon

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
4
4
4
4
4
4
4
2
4
3
4
3
4
3
4
5
4
4
4
4
4
4
4
4
4
3
4
4
4

89.54
71.14
85.35
79.69
76.27
92.70
83.17
85.09
83.00
73.49
84.85
97.00
94.69
97.94
83.30
77.70
96.13
83.47
86.00
72.00
87.00
72.83
94.11
75.52
88.17
80.04
90.72
67.24
77.10
75.96
80.63
84.42
53.00
75.00
36.26
44.50
41.00
72.06
48.00
40.00

59
56
36
71
38
25
53
24
30
25
33
97
30
43
41
53
50
79
24
42
47
23
17
61
61
22
30
30
57
26
36
82
66
39
88
39
21
15
30
11

60
56
36
71
38
24
54
25
30
25
35
100
33
42
42
51
51
82
24
43
49
23
19
61
62
23
30
31
57
26
38
82
66
39
84
37
21
18
31
12

1
0
0
0
0
－1
1
1
0
0
2
3
3
－1
1
－2
1
3
0
1
2
0
2
0
1
1
0
1
0
0
2
0
0
0
－4
－2
0
3
1
1

東 京 南
東 京 芝
東 京 新 橋
東 京 赤 坂
東 京 み な と
東 京 レ イ ン ボ ー
東 京 麻 布
東 京 銀 座
東 京 日 本 橋
東 京 築 地 
東 京 日 本 橋 東
東 京 中 央
東 京 日 本 橋 西
東 京 銀 座 新 
東京シティ日本橋
東 京 中 央 新
東 京 羽 田
東 京 品 川
東 京 大 森
東 京 品 川 中 央
東 京 大 井
東 京 田 園 調 布
東 京 港 南
東 京 大 崎
東 京 蒲 田
東 京 京 浜
東 京 田 園 調 布 緑
東 京 マ リ ー ン
東 京 白 金
東 京 高 輪
東 京 西
東 京 城 西
東 京 西 南
東 京 原 宿
東 京 杉 並
東 京 神 宮
東 京 恵 比 寿
東 京 広 尾
東 京 渋 谷
東 京 六 本 木
東 京 世 田 谷
東 京 目 黒
東 京 成 城
東 京 世 田 谷 南
東 京 城 南
東 京 山 の 手
東 京 成 城 新
東 京 青 山
東 京 自 由 が 丘
東 京 世 田 谷 中 央
東 京 米 山 友 愛

4
4
4
4
4
3
4
4
4
3
3
4
4
5
4
3
4
4
4
5
4
4
4
5
3
3
4
4
3
2
5
4
4
4
4
4
4
4
3
3
3
4
4
4
2
3
3
4
4
4
4

76.62
92.61
82.25
77.50
86.00
80.18
76.30
79.48
81.48
87.11
75.16
76.00
80.63
80.48
79.11
74.50
77.33
89.72
93.79
83.59
73.94
90.55
72.22
85.79
92.26
80.15
85.19
67.65
78.60
82.50
77.49
76.29
87.79
77.45
70.69
70.68
74.72
77.97
75.24
74.00
92.83
79.39
81.73
80.00
62.00
83.06
76.03
72.30
84.98
75.19
70.34

178
95
51
48
48
39
22
158
180
64
52
238
44
69
49
38
43
62
49
58
18
45
18
38
62
23
25
17
28
25
151
77
52
26
40
29
96
20
40
50
56
44
22
88
34
60
31
29
21
22
27

181
96
52
49
50
38
23
160
183
69
52
239
44
72
49
38
47
61
49
58
18
45
19
38
64
23
25
17
28
25
155
78
54
25
42
29
96
22
38
51
57
46
22
89
35
63
32
28
21
22
33

3
1
1
1
2
－1
1
2
3
5
0
1
0
3
0
0
4
－1
0
0
0
0
1
0
2
0
0
0
0
0
4
1
2
－1
2
0
0
2
－2
1
1
2
0
1
1
3
1
－1
0
0
6
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千代田グループ
銀座・日本橋グループ
京浜グループ
山の手東グループ
山の手西グループ

81.64 
79.33 
82.38 
76.23 
77.99 

多摩南グループ
多摩中グループ
多摩東グループ
P B グループ

平 均 出 席 率

82.21 
86.85 
79.98 
51.23 

78.41   
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編集後記

　今年度から委員会に参加したばかりですが、毎月ガバ
ナーのメッセージを地区ロータリアンに正確にお伝えす
ることの重要さを理解し痛感いたしました。
　毎月ガバナーの思い、個性が現れるものと感心してい
る次第です。
　辰野年度もまもなく折り返し、公式訪問が終り親しく

ガバナーと接していただいたあとのガバナーメッセージ
には一段と親しみを感じていただけるものと期待してお
ります。
　これからも更に多くのロータリアンに親しく読んでい
ただけるように取り組みたいと願っております。

2010－11年度ガバナー月信・IT委員会 委員 望月 耕次 （東京日本橋RC）
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トラックラグーンRC　クラブ紹介
2010－11年度 会長 Clark GRAHAM

PBG 活動通信
ポンペイRC　クラブ紹介

2010－11年度 会長 John SCHROER

　2010年6月、ポンペイRCは我々地域社会に対しての活動20周年を祝いました。
我々はこのクラブが我々の島に貢献できたことを誇りに思います。
ポンペイRCは、「地域を育み、大陸（島々）を繋ぐ」という2010－11年の標語を様々な方法で成し遂げることが
出来るように100％献身しています。
　我々の主要なプログラムは、毎年、学生がアメリカ・アジアの地元の専門学校、大学に通えるようにする奨学
生プログラムです。今年は奨学金を11,000ドルまで増額することができました。その他のプロジェクトとしてポン
ペイRCは今年、以下のことを含む活動を達成させることを誓いました。
公立ポンペイ図書館の雨漏りしている屋根の修理、地元子供達の、スポーツプログラムへのサポートのための器
具の寄贈、離島への海水蒸留装置の設置、恵まれない人へのクリスマス・ドロップ・クチャー ブック・プロジェ
クトへの参加。
　これらの活動と共に、ポンペイRCは島々の社会への架け橋作りをしています。

トラックラグーンロータリークラブ設立10周年を迎えるにあたり、国際ロータリー第2750地区からの手厚い支援を私たち一同
大変感謝しております。私たちのクラブは一番若く、一番小さいクラブですが、第2750地区のクラブからの支援や協力を受け、
ここミクロネシア連邦チューク州に様々な良い影響をもたらすことが出来ています。以下に活動内容を記したいと思います。

◆ 過去のプログラム ◆
　　● 離島への蒸留水器の提供 ● 緊急食糧援助 ● 理科実験室への機材提供
　　● コンポストトイレの設置 ● 小学校への辞書の提供

◆ 現在のプログラム ◆
　　● 医療廃棄物用焼却炉の提供：東京田園調布緑ロータリークラブほか　支援
　　● 生徒への自転車の提供：東京立川ロータリークラブ　支援
　　● 識字教育プログラム：東京築地ロータリークラブ、グアムロータリークラブ　支援

◆ トラックラグーンロータリークラブが現在行っているプログラム ◆
　　● “E-Chuuk-8”：草の根改善プログラム
　　　　　1.環境　2.教育　3.安全保障　4.伝統・文化　5.家族　6.プライド（自尊心）　7.リーダーシップ　8.保健
　　● フィッシングダービー ● クリスマスパレード ● サラメンチューク高校壁画 ● イラス小学校支援

◆ 2011－12年の重点分野 ◆　　環境

グアムサンライズRC　クラブ紹介
2010－11年度 会長 Bobbie G Leon GUERRERO

　私たちグアム・サンライズRCは、地元への奉仕活動に積極的に参加することで、日々食べ、生き、RC精神を呼吸する
ように、Four Way Testを更なる段階に進ませています。中等教育終了生徒事情評議会（COPS）のメンバーである、グア
ム・コミュニティー・カレッジのスポンサーとパートナーシップを組み、私たちの旗艦プロジェクトは、”Building a Stronger 
Workforce（より力強い労働力を育成するために）”という名の学生会議でした。この会議は2010年10月15日にマリオットリゾー
ト＆スパ・ホテルで行なわれました。会議の目標は生徒たちが学業と仕事の世界の両方で成功を収める為の準備を手助けする
ことにありました。当RCは、ヘルスケア、法治強化、旅行・サービス産業、建設、IT分野の職業別評議会を責任を持って構
成しました。評議会を構成した各分野のプロフェッショナルたちは、生徒たちが考慮すべき色々な角度から洞察した選択肢の
数々を生徒たちと分かち合いました。このイベントは160人以上の生徒の参加を得て成功裏に終了しました。
　私たちが発表したもう一つのプロジェクトは、ミクロネシアFallen Brave記念奨学金制度で、これは私たちの軍隊の中で最
も犠牲的精神を発露した男女を称えて作られたものです。現在の奨学生は、Melia Ha’ani Cruzさんで、彼女は現在グアム
大学で学んでいます。
私たちの人道的活動の努力は医療巡回船”Sea Haven号”を援助することで継続しました。　“Sea Haven”は薬、歯科、そし
て眼科の分野においてサービスを提供すること、そして海水蒸留器、食料、医薬
品と教育文具等をミクロネシアの離島へ搬入するプロジェクトです。地元での活動
には、2010年8月13日にタムニン体育館で行なわれた年次「グアム・ホームレス・
連合」で、ホームレスの人々にスープを配布することも含まれていました。グアム
政府と民間団体が毎年一同に会し、ホームレス・コミュニティーに対する「サービ
ス・パスポート」も贈呈されました。
　“超我の奉仕”は私たちがロータリアンとして生きる日々の中での真言と言ってい
いでしょう。




